
写真／５月13日、町制施行60周年記念事業
　　　第36回全国白川ダム湖畔マラソン大会

飯豊町は町制施行60周年
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熱のこもった指導を行う弘山晴美さんと陸上教室参加者

　町制施行60周年記念
事業として開催された、
第36回全国白川ダム湖
畔マラソン大会。ゲスト
ランナーとしてお迎えし
た、元オリンピック選手
の弘山晴美さんから、マ
ラソン終了後、小・中学
生を対象に陸上教室が行
われました。走る時の
フォームを意識した体幹
の作り方を中心とした内
容で、身ぶり手ぶりを交
え、時に参加者に手を差
し伸べながら、熱のこ
もった指導が行われまし
た。

元オリンピック選手に
学ぶ
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飯豊町町制施行60周年記念事業
第36回全国白川ダム湖畔マラソン大会

ゲストランナーのダニエル
カールさん

　

５
月　

日
、
新
緑
に
包
ま
れ
た
白
川
ダ

13

ム
湖
岸
公
園
を
会
場
に
、
町
制
施
行　

周
60

年
記
念
事
業 
第　

回
全
国
白
川
ダ
ム
湖

36

畔
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
、
町
制
施
行　

周
年
を
記
念

60

し
、
ア
ト
ラ
ン
タ
・
シ
ド
ニ
ー
・
ア
テ
ネ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
３
大
会
連
続
出
場
の
弘
山

晴
美
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
に
迎
え
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
夏
の
爽
や
か
な
陽
気
の
も
と
、
県
内

外
か
ら
9
7
2
名
の
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
し

て
、 
萌 
え
る
新
緑
の
中
、
思
い
思
い
の

も

ペ
ー
ス
で
マ
ラ
ソ
ン
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
の
弘
山
さ
ん
は
２
娃

コ
ー
ス
に
参
加
し
、「
ガ
ン
バ
レ
ー
！
」

「
ゴ
ー
ル
ま
で
も
う
少
し
！
」
な
ど
と
声

を
掛
け
な
が
ら
、
和
や
か
な
雰
囲
気
を
つ

く
り
、
参
加
者
た
ち
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
各
コ
ー
ス
の
上
位
入
賞

者
の
表
彰
に
加
え
、
遠
方
賞
や
各
コ
ー
ス

最
年
長
者
賞
な
ど
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し

各コース優勝者

６分04秒高畠町市川 慶伍男子
２㎞

７分02秒高畠町大浦 陽奈乃女子

15分49秒高畠町武田 悠斗男子
５㎞

18分23秒高畠町渡部 莉奈女子

31分27秒鶴岡市後藤 拓馬男子
10㎞

45分40秒米沢市尾形 友紀女子

家族で参加の方は、水没林を背景
に撮影した記念写真をプレゼント

た
。
ま
た
、
町
内
旅
館
宿
泊
券
や
町
の
特

産
品
な
ど
が
当
た
る
抽
選
会
も
行
わ
れ
、

会
場
は
最
後
ま
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。　

ゲストランナーの弘山晴美さん 揃いのシャツで走る参加者

激しいデッドヒートを繰り広げる
参加者たち

中津川地区の方々が手入れした水
仙ロードを駆け抜けた
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history of iide since1958

1958
昭和33年

1964
昭和39年

1967
昭和42年

1974
昭和49年

1991
平成3年

1979
昭和54年

1982
昭和57年

1993
平成5年

1988
昭和63年

1970
昭和45年

1978
昭和53年

1980
昭和55年

1987
昭和62年

1990
平成2年

1992
平成4年

94
6年

猿
飯
豊
村
に
中
津
川
村
が
合
併

　

し
飯
豊
町
と
な
る

猿
町
章
制
定

猿
羽
越
水
害

猿
国
道
1
1
3
号
宇
津
ト
ン
ネ

　

ル
開
通

猿
白
川
ダ
ム
建
設
事
業
本
格
化

猿
飯
豊
町
総
合
計
画
策
定

猿
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業

　

開
始

猿
町
の
花
「
ゆ
り
」、
町
の
木

　
「
も
み
じ
」、
飯
豊
音
頭
選
定

猿
役
場
庁
舎
、
椿
に
新
築
移
転

猿
い
い
で
ま
つ
り
始
ま
る

猿
白
川
ダ
ム
完
成

猿
町
民
野
球
場
オ
ー
プ
ン

猿
自
然
環
境
活
用
セ
ン
タ
ー

　
「
白
川
荘
」
オ
ー
プ
ン

猿
新
飯
豊
町
総
合
計
画
策
定

猿
町
民
憲
章
制
定

猿
い
い
で
添
川
温
泉
「
し
ら
さ

　

ぎ
荘
」
オ
ー
プ
ン

猿
町
民
総
合
セ
ン
タ
ー
「
あ
～

　

す
」
オ
ー
プ
ン

猿
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
ひ

　
め
さ
ゆ
り
荘
」
開
所

猿
飯
豊
町
ふ
る
さ
と
定
住
い
い

　

で
す
ね
条
例
制
定

猿
べ
に
ば
な
国
体「
山
岳
競
技
」

　

開
催

猿
美
し
い
日
本
の
む
ら
景
観
コ
ン

　
テ
ス
ト
で
農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞

猿
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ「
め
ざ
み
」

猿
町
立
中
央
診
療
所
開
所

飯
豊
町
の
誕
生

　

明
治　

年
７
月
、
西
置
賜
郡
中
村
・
萩

17

生
村
・
椿
村
・
黒
沢
村
・
添
川
村
は
萩
生

に
、
小
白
川
村
・
松
原
村
・
手
ノ
子
村
・

高
峰
村
は
手
ノ
子
に
、
戸
長
役
場
を
置
き
、

各
村
に
派
出
書
記
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。

中
津
川
は
、
南
置
賜
郡
に
所
属
し
、「
内
中

津
川
」
と
呼
ば
れ
、
郡
の
中
の　

カ
村
が

14

そ
れ
ぞ
れ
行
政
単
位
で
し
た
。

　

明
治　

年
４
月
１
日
の
町
村
制
施
行
に

22

よ
り
、
中
・
萩
生
・
黒
沢
・
椿
で
豊
原
村

を
、
小
白
川
・
手
ノ
子
・
高
峰
・
松
原
で

豊
川
村
を
、
添
川
は
単
独
で
添
川
村
に
な

り
ま
し
た
。
内
中
津
川　

カ
村
も
合
併
し

14

中
津
川
村
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
明

治　

年
に
は
、
松
原
が
豊
川
村
か
ら
分
離

25
し
て
、
添
川
村
に
編
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和　

年
９
月
１
日
に
市
町
村
合
併
促

28

進
法
が
施
行
さ
れ
、
翌　

年　

月
、
豊
川

29

10

村
・
添
川
村
・
豊
原
村
の
３
村
が
合
併
し

て
飯
豊
村
と
な
り
、
さ
ら
に
昭
和　

年
４

33

月
１
日
に
中
津
川
村
と
合
併
し
て
、
今
の

飯
豊
町
と
な
り
ま
し
た
。

飯
豊
町
の　

年
60

　

飯
豊
町
が
誕
生
し
て
最
初
の
国
勢
調
査

（
昭
和　

年
）で
の
人
口
は
、
１
万
5
4
7
8

35

人（
高
齢
化
率
５・５
％
）で
し
た
。
そ
れ
か
ら

　

年
後
の
平
成　

年
の
国
勢
調
査
で
の
人
口

55

27

は
、
そ
の
半
数
を
下
回
る
7
3
0
4
人（
高

齢
化
率　
・
７
％
）で
、
全
国
的
な
人
口
減
少

34

と
少
子
高
齢
化
は
本
町
も
同
じ
状
況
で
す
。

　

こ
の　

年
の
間
に
は
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
、

60

高
度
経
済
成
長
期
を
経
て
、
そ
の
後
バ
ブ
ル

経
済
の
崩
壊
に
よ
る
長
い
不
況
や
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
な
ど
、
経
済
に
翻
弄
さ
れ
た
時
代

で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成　

年
３
月　

23

11

日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
と
い
う
未
曽

有
の
大
災
害
は
、
い
ま
だ
完
全
な
復
旧
・
復

興
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

本
町
で
は
、
一
区
画　

豫
の
圃
場
整
備
事

30

業
、
モ
デ
ル
事
業
を
導
入
し
、
農
業
振
興
に

努
め
る
と
と
も
に
、
東
山
工
業
団
地
を
造
成

し
、
企
業
誘
致
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和　

年
に
は
役
場
庁
舎

54

が
萩
生
地
区
か
ら
椿
地
区
に
移
転
。
昭
和　
55

年
に
は
白
川
ダ
ム
が
完
成
す
る
と
、
翌
々
年

の
昭
和　

年
に
は
中
津
川
地
区
の
観
光
拠
点

57

と
な
る
白
川
荘
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
の
時
代
に
入
る
と
、
町
民

総
合
セ
ン
タ
ー
「
あ
～
す
」
や
め
ざ
み
の
里

観
光
物
産
館
、
ど
ん
で
ん
平
ゆ
り
園
な
ど
、

交
流
人
口
拡
大
の
た
め
の
施
設
整
備
が
行
わ

れ
る
と
と
も
に
、
子
育
て
支
援
施
策
や
高
齢

者
支
援
の
た
め
の
事
業
拡
充
な
ど
生
活
環
境

の
整
備
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
近
年
で

は
、
山
形
大
学
ｘ
Ｅ
Ⅴ
飯
豊
研
究
セ
ン
タ
ー

を
中
心
に
、
産
業
連
携
の
仕
組
み
を
構
築
し
、

農
山
村
の
経
済
的
自
立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

町 60年のあゆみ
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平成8年

1997
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1999

2000

2004
平成16年

2006
平成18年

2008
平成20年

2011
平成23年

2013
平成25年

2014
平成26年

2015
平成27年

2016
平成28年

2017
平成29年

2018
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history of iide since1958
　

発
表

猿
合
唱
組
曲
「
ラ
ブ
リ
ー
ホ
ー

　

ム
タ
ウ
ン
」
発
表

猿
農
村
ア
メ
ニ
テ
ィ
コ
ン
ク
ー

　

ル
最
優
秀
賞
受
賞

猿
千
葉
県
千
倉
町
（
現
南
房
総

　

市
）
と
友
好
都
市
提
携
調
印

猿
源
流
の
森
オ
ー
プ
ン

猿
道
の
駅
「
い
い
で
」
め
ざ
み

　

の
里
観
光
物
産
館
オ
ー
プ
ン

猿
ホ
テ
ル
フ
ォ
レ
ス
ト
い
い
で

　

木
湖
里
館
オ
ー
プ
ン

猿
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン「
エ
ル
ベ
」

　

オ
ー
プ
ン

猿
「
東
洋
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
郷

　

再
生
特
区
」（
ど
ぶ
ろ
く
特

　

区
）
認
定

猿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
介
護

　

老
人
保
健
施
設
「
美
の
里
」

　

開
所

猿
飯
豊
町
誕
生　

周
年

50

猿
合
唱
組
曲
「
飯
豊
山
～
我
が

心
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
～
」発
表

猿
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
日
本
で
最
も

　

美
し
い
村
」
連
合
加
盟

猿
町
民
の
歌
「
い
つ
も
心
に
」

　

制
定

猿
中
津
川
小
中
学
校
閉
校

猿
県
立
置
賜
農
業
高
等
学
校
飯

　

豊
分
校
閉
校

猿
飯
豊
町
誕
生　

周
年

60

平成12年

平成11年

猿
「
高
円
寺
純
情
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
カ
フ
ェ
＆
シ
ョ
ッ
プ

Ｉ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
」
開
店

猿
山
形
大
学
ｘ
Ｅ
Ｖ
飯
豊
研
究

　

セ
ン
タ
ー
完
成

猿
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

　

生
総
合
戦
略
」
策
定

猿
認
定
こ
ど
も
園
「
飯
豊
わ
く

わ
く
こ
ど
も
園
」
開
所

猿
埼
玉
県
桶
川
市
と
友
好
都
市

　

提
携
調
印
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こ
れ
か
ら
の
飯
豊
町

　

昭
和　

年
に
策
定
し
た
第
１
次
総
合
計

49

画
の
「
手
づ
く
り
の
ま
ち
い
い
で
」
か
ら

一
貫
し
て
貫
い
て
き
た
姿
勢
が
あ
り
ま
す
。

１
つ
は
住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
践

し
続
け
る
こ
と
、
も
う
１
つ
は
田
園
の
中

か
ら
将
来
を
見
つ
め
て
い
こ
う
と
す
る
基

本
姿
勢
で
す
。

　

総
合
計
画
は　

年
ご
と
に
見
直
さ
れ
、

10

現
在
は
第
４
次
総
合
計
画
の
も
と
、
地
域

ご
と
に
異
な
る
環
境
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
が
活
気
に
あ
ふ
れ
、
に
ぎ
わ
い
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
地
区
別
の
計

画
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。　

飯豊　60年という節目の年を迎え、町民の皆さんをはじめ、飯
豊の地に関わりのある多くの人とともに祝い、そして、未
来への繁栄の思いを込めて記念事業を実施します。

概　　　要事 業 内 容
いいで“めざみの里”まつり2018の
開催に合わせて、記念式典および記
念講演を行います。

町制施行60周年記念式典
暫日時／９月１日臥
暫会場／あ～す

町の発展に寄与し、町政に功績の
ある方を記念式典で表彰します。

飯豊町表彰条例
に基づく表彰

町内小中学校の児童・生徒が議員と
なり、まちづくりについて議論し
ます。

子ども議会
暫日時／７月31日峨
暫会場／町議会議場

田園散居集落をなす屋敷林に囲ま
れた農家住宅の継承など景観に配
慮したまちづくりのため、景観条
例の制定を進めます。

景観配慮のまちづくり

まちづくりの礎と歴史、そして将
来に引き継ぐまちづくりの理念を
常に感じることができる場を創り
上げるために、「飯豊町農村計画研
究所」を再興します。

飯豊町農村計画研究所
の再興

平成20年４月～平成30年３月発行
分の「広報いいで」の縮刷版を発行
します。

広報いいで縮刷版
（第４巻）の発行

※このほかにも、例年開催している「黒べこまつり」、「町芸能発表
会」、「いいで秋の収穫祭」などに合わせて記念事業を行います
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渡
邊
六
郎
兵
衛
家
長
屋
門

　
　
　

国
の
有
形
文
化
財
に
登
録

　

３
月　

日
、
黒
沢
地
内
に
あ
る
「
渡
邊
六

27

郎
兵
衛
家
長
屋
門
」
が
国
の
有
形
文
化
財
に

登
録
さ
れ
、
現
当
主
の
渡
邊
健
次
郎
氏
に
後

藤
町
長
か
ら
登
録
証
と
プ
レ
ー
ト
が
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。
町
内
で
の
国
の
有
形
文
化
財
登

録
は
第
１
号
で
す
。

　

渡
邊
家
は
、
中
世
に
南
東
北
を
広
く
支
配

し
た
伊
達
家
の
家
臣
だ
っ
た
家
で
し
た
。
し

か
し
豊
臣
秀
吉
の
命
令
に
よ
っ
て
伊
達
政
宗

が
宮
城
に
移
る
と
、
当
時
の
渡
邊
家
当
主
で

あ
っ
た 
治 じ 
部 ぶ 
少 

し
ょ
う 

輔 
も
宮
城
に
移
り
ま
し
た
。

ゆ
う

上
杉
家
が
置
賜
を
支
配
し
た
後
は
、
そ
の
末

弟
で
あ
る 
土 と 
佐 
と
い
う
人
物
が
家
を
継
い
で

さ

豪
農
と
な
り
、
５
代
目
か
ら
「
六
郎
兵
衛
」

を
名
乗
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
酒

造
業
を
始
め
た
渡
邊
家
は
、
明
治
以
降
も
順

調
に
経
営
を
続
け
、　

代
目
の
渡
邊
勝
助
氏

14

の
代
で
長
屋
門
を
建
設
し
ま
し
た
。

　

一
般
的
に
長
屋
門
は
多
く
が
江
戸
時
代
に

建
設
さ
れ
た
も
の
が
多
い
の
で
す
が
、
六
郎

兵
衛
家
の
長
屋
門
は
明
治　

年
に
建
設
さ
れ

42

ま
し
た
。
江
戸
時
代
の
形
式
の
建
物
を
、
明

治
期
に
日
本
で
一
般
的
に
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
、
レ
ン
ガ
を
壁
に
張
り
付
け
る
な
ど

の
近
代
の
技
術
で
建
設
し
た
と
て
も
珍
し
い

建
物
で
す
。
ま
た
、
も
と
も
と 
萱  
葺 
き
だ
っ

か
や 

ぶ

た
屋
根
に
ト
タ
ン
を
葺
い
た
の
み
で
、
建
物

自
体
の
改
修
は
行
わ
ず
、
当
初
の
姿
を
そ
の

ま
ま
に
留
め
て
い
る
こ
と
、
建
築
年
代
を
特

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
棟
札
が
残
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
歴
史
的
価
値
の
あ
る
貴
重
な
建

物
だ
と
言
え
ま
す
。

　

建
設
か
ら
百
年
余
り
が
経
過
し
、「
渡
邊

六
郎
兵
衛
家
長
屋
門
」
は
国
の
有
形
文
化
財

登
録
を
受
け
ま
し
た
。
今
後
、
所
有
者
と
町

が
協
力
し
な
が
ら
建
物
の
補
修
や
維
持
の
方

法
を
考
え
、
地
域
を
代
表
す
る
散
居
集
落
の

遺
構
と
し
て
保
存
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

左から：（町長左から：（町長））
現当主の渡邊健次郎現当主の渡邊健次郎氏氏

渡邊六郎兵衛家長屋渡邊六郎兵衛家長屋門門

酒造業経営当時の酒ラベ酒造業経営当時の酒ラベルル

渡邊家の歴史を伝える古文渡邊家の歴史を伝える古文書書

昭和21年の長屋門（峯村昭一氏提供昭和21年の長屋門（峯村昭一氏提供））

建築年を示す棟建築年を示す棟札札

北面外壁のレン北面外壁のレンガガ
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手
ノ
子
区
協
議
会
宇
津
峠
部
会
は
平
成　
15

年
に
設
立
さ
れ
、
現
在
は
髙
橋
純
会
長
を
先

頭
に
９
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

宇
津
峠
と
は
、
江
戸
期
の
米
沢
城
か
ら
越

後
黒
川
ま
で
を
結
ぶ
越
後
米
沢
街
道
、
別
称

十
三
峠
の
一
つ
で
、
手
ノ
子
地
区
か
ら
小
国

町
沼
沢
地
区
を
結
ぶ
峠
で
す
。
明
治　

年
に

11

は
、
イ
ギ
リ
ス
人
旅
行
家
の
イ
ザ
ベ
ラ
・

バ
ー
ド
が
宇
津
峠
を
通
り
、
後
に
置
賜
盆
地

を
「
東
洋
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
」
と
た
た
え
た

こ
と
は
、
ご
存
知
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

同
会
は
、
平
成　

年
か
ら
宇
津
峠
旧
道
の

16

整
備
に
取
り
組
み
、
旧
道
の
復
元
を
し
な
が

ら
、
峠
に
残
る
史
跡
や
自
生
す
る
草
花
の
調

査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
峠
の
歴
史

的
・
文
化
的
な
価
値
と
美
し
い
自
然
を
広
く

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
企
画
し
た
「
宇
津
峠

歩
こ
う
会
」
は
、
春
と
秋
を
合
わ
せ
て
計　
21

回
の
開
催
を
数
え
ま
す
。

　

平
成　

年
１
月
に
は
、
そ
の
取
り
組
み
が

28

認
め
ら
れ
、
地
域
活
性
化
や
新
た
な
交
流
の

拡
大
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
山

形
県
が
創
設

し
た
登
録
制

度「
未
来
に
伝

え
る
山
形
の

宝
」に
登
録
さ

れ
ま
し
た
。

　

同
会
で
は
平
成　

年
度
に
宇
津
峠
ガ
イ
ド

23

ブ
ッ
ク
の
第
一
作
目
と
し
て
「
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
史
跡
編
」
を
発
行
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

平
成　

・　

年
度
に
発
行
し
た
第
二
作
目
の

24

25

「
峠
の
樹
花
」、
第
三
作
目
の
「
峠
の
草
花
」

は
平
成　

年
度
に
再
編
集
を
終
え
ま
し
た
。

28

　

そ
し
て
平
成　

年
度
、
第
一
作
目
の
ガ
イ

29

ド
ブ
ッ
ク
を
再
編
集
し
「
宇
津
峠
の
史
跡
」

と
し
て
発
行
し
ま
し
た
。

　

髙
橋
会
長
が
中
心
と
な
り
、
町
内
外
か
ら

写
真
や
資
料
を
収
集
し
、
先
人
た
ち
の
言
い

伝
え
を
基
に
資
料
を
ひ
も
解
き
な
が
ら
編
集

さ
れ
た
、
全　

ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
同
書
は
、
史

50

跡
の
写
真
や
古
く
か
ら
伝
わ
る
絵
図
が
ち
り

ば
め
ら
れ
、
峠
の
歴
史
や
変
遷
な
ど
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
興
味
深
い
も
の
で
す
。
同
書

は
、
印
刷
費
と
し
て
6
0
0
円
を
納
付
す
る

と
、
同
部
会
や
あ
～
す
で
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

◆
髙
橋
会
長
に
、
こ
れ
か
ら
の
抱
負
を
伺
い

　

ま
し
た
。

　

部
会
の
メ
ン
バ
ー
だ
け
で
は
峠
の
維
持
や

復
元
活
動
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
一
方
で
、

地
区
外
か
ら
活
動
に
参
加
し
て
く
だ
さ
る
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
た

い
こ
と
で
す
。「
先
人
た
ち
が
残
し
て
く
れ

た
、
宇
津
峠
と
い
う
宝
物
を
残
し
て
い
き
た

い
」
と
い
う
気
持
ち
を
一
緒
に
持
っ
て
く
だ

さ
る
方
な
ら
、
町
内
外
を
問
わ
ず
、
こ
れ
か

ら
共
に
活
動
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
か
ら
、
宇
津
峠
に
興
味

を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
方
が
増
え
れ
ば
嬉
し

い
で
す
。
５
月　

日
蚊
に
行
う
「
第
８
回
新

20

緑
の
宇
津
峠
歩
こ
う
会
」
に
も
多
く
の
方
に

ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

発行された「宇津峠の史跡」
※実際に発行されたものは
　カラー版です

一般財団法人松坂世紀
記念財団の奨励者とし
て、５月10日に表彰
された髙橋純会長

宇津峠旧道明治期の石積みイザベラ・バードと眺望の地

江戸時代の掘江戸時代の掘割割 5月３日に開催された第１回部会に参加したメンバ5月３日に開催された第１回部会に参加したメンバーー

手ノ子区協議会　宇津峠部会

宇津峠歩こう会　 － 蘇 る古道の息吹－
よみがえ

「宇津峠の史跡」発行
拡 撹鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎

拡 撹鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎
拡

撹
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎

拡
撹

鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
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安
心
し
て 
活 
き

い

 
活 
き
と
暮
ら
せ
る

い

　
　
　

地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

「
飯
豊
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
」・「
第
7
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た

●計画の期間
平成37年度（2025年）までの見通し

第５期計画
平成24～26年度

第７期計画
平成30～32年度

第８期計画
平成33～35年度

★平成27年
　団塊の世代が65歳に

第６期計画
平成27～29年度

★平成37年
　団塊の世代が75歳に

第９期計画
平成36～38年度

　　

本
町
で
は
、
平
成　

年
４
月
１
日
の

30

時
点
で
、
人
口
7
2
4
9
人
の
う
ち
、

　

歳
以
上
の
年
齢
の
方
が　
・
4
%（
高

65

35

齢
化
率
）
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

昭
和　

年
か
ら　

年
に
生
ま
れ
た
「
団

22

24

塊
の
世
代
」
と
い
わ
れ
る
方
が　

歳
以

75

上
（
後
期
高
齢
者
）
に
な
る
平
成　

年
37

（
2
0
2
5
年
）
に
は
、
高
齢
化
率
は

　

%
程
度
に
上
昇
す
る
こ
と
が
見
込
ま

39れ
て
い
ま
す
。
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
の
約
９
割
が　

歳
以
上
の
方
で
あ

75

る
こ
と
か
ら
、
後
期
高
齢
者
が
増
大
す

る
平
成　

年
以
降
は
、
介
護
や
福
祉

37

サ
ー
ビ
ス
へ
の
需
要
が
今
以
上
に
高
ま

る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
高
齢
者

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
、
自

分
ら
し
く
生
涯
を
過
ご
せ
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
、「
飯
豊
町
高
齢
者
保

健
福
祉
計
画
」・「
第
7
期
介
護
保
険
事

業
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
計
画
期

間
は
、
平
成　

年
度
か
ら
平
成　

年
度

30

32

ま
で
の
３
カ
年
と
し
て
い
ま
す
。
計
画

の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、　

歳
以
上
の

65

高
齢
者
2
1
0
7
人
の
方
を
対
象
に
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
基
に
、
将

来
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
量
を
推
計
す
る
ほ

か
、
社
会
福
祉
関
係
者
や
住
民
の
方
な

ど
で
構
成
さ
れ
る
介
護
保
険
運
営
協
議

会
で
審
議
い
た
だ
く
な
ど
、
幅
広
く
町

民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
反
映
す
る
こ

と
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

本
計
画
で
は
、「
安
心
し
て
活
き
活

き
と
暮
ら
せ
る
地
域
共
生
社
会
の
実

現
」
を
基
本
理
念
と
し
て
い
ま
す
。
そ

の
実
現
の
た
め
に
、
住
ま
い
・
医
療
・

介
護
・
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を

適
切
に
組
み
合
わ
せ
た『
地
域
づ
く
り
』

を
さ
ら
に
推
進
し
、『
生
き
が
い
づ
く

り
・
社
会
参
加
』『
健
康
づ
く
り
・
介
護

予
防
』『
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深

化
・
推
進
』『
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
と
適
切
な
運
用
』
を
積
極
的
に
推
し

進
め
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
を
持
続
し
、
介
護
保

険
料
の
上
昇
を
抑
え
る
た
め
に
は
、
こ

れ
ま
で
町
を
支
え
て
き
た
高
齢
者
の
方

が
、
よ
り
元
気
で
自
分
ら
し
く
生
活
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
介
護
予
防
の
取
り

組
み
を
強
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
側
で
は
な
く
、

地
域
福
祉
の
担
い
手
と
し
て
ご
協
力
い

た
だ
け
る
よ
う
な
社
会
の
実
現
に
向
け

て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

計
画
策
定
の
背
景
と
主
旨
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平成30年度介護保険制度改正について

　第６期計画の保険料基準額（月額）は6,895円でしたが、第７期計画では6,850円になり45円の引き下げと
なりました。介護保険料は介護保険事業総額の一定割合を65歳以上の方の保険料で負担することになってお
り、介護保険サービスを利用される方が増加すると給付額が増加するため保険料が引き上げられることになり
ます。
　皆さまの保険料につきましては、所得額や町民税額が決定する６月にお知らせします。

前期との
比較

改定後（第７期）
対象となる方所得段階 保険料

（年額）保険料率

▲ 243円36,990円基準額×０.４５

生活保護受給者の方
老齢福祉年金受給者
世帯全員が町民税非課税で、前年の合計所得金額と前年の
課税年金収入額の合計が80万円以下の方

第１段階

▲ 405円61,650円基準額×０.７５世帯全員が町民税非課税で、前年の合計所得金額と前年の
課税年金収入額の合計が80万円超120万円以下の方第２段階

▲ 405円61,650円基準額×０.７５世帯全員が町民税非課税で、前年の合計所得金額と前年の
課税年金収入額の合計が120万円超の方第３段階

▲ 486円73,980円基準額×０.９
世帯の誰かに町民税が課税されているが、本人は町民税非
課税で、前年の合計所得金額と前年の課税年金収入額の合
計が80万円以下の方

第４段階

▲ 540円82,200円基 準 額
世帯の誰かに町民税が課税されているが、本人は町民税非
課税で、前年の合計所得金額と前年の課税年金収入額の合
計が80万円超の方

第５段階

▲ 648円98,640円基準額×１.２本人が町民税課税で、前年の合計所得金額が120万円未満
の方第６段階

▲ 702円106,860円基準額×１.３本人が町民税課税で、前年の合計所得金額が120万円以上
200万円未満の方第７段階

▲ 810円123,300円基準額×１.５本人が町民税課税で、前年の合計所得金額が200万円以上
300万円未満の方第８段階

▲ 918円139,740円基準額×１.７本人が町民税課税で、前年の合計所得金額が300万円以上
の方第９段階

★介護サービスの利用者負担が２割負担の方の中で、
特に所得が高い方は３割負担となります。

★70歳以上の方が、介護保険と医療保険の合算した自
己負担額が高額になった場合の自己負担限度額が

　変わります。

８月から変わります

★介護保険制度の見直しにより介護保険料が下の表のように変わりました

４月から変わりました
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【らくらく筋トレ教室】
　町社会福祉協議会「筋トレルーム」で、
平日（水曜・祝日除く）開催。都合の良い
時間に通い、介護予防運動指導員のもとで
トレーニング器具を使った筋力トレーニン
グを行います。

【ほのぼのサロン・ゆうゆうクラブ】
　公民館を利用して週１回程度開催していま
す。高齢者間の交流を図り、自分の心身に合
わせた介護予防体操、脳活性化ゲーム、談話
などを楽しみます。
≪ほのぼのサロン： 16地区（中津川以外）≫
≪ゆうゆうクラブ： ５地区（中津川）≫

介
護
予
防
の
取
り
組
み
と

　
　

地
域
で
支
え
合
う
体
制
づ
く
り

　

介
護
が
必
要
に
な
る
理
由
で
多

い
も
の
と
し
て
脳
血
管
疾
患
、
認

知
症
、
次
い
で
筋
力
の
衰
え
に
よ

る
骨
折
や
関
節
の
疾
患
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
元
気
な
体
を
保
つ
た
め

に
は
、
筋
力
の
維
持
や
脳
へ
の
刺

激
、
栄
養
を
し
っ
か
り
摂
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

　

町
で
は
、
介
護
予
防
に
つ
い
て

「
交
流
を
持
ち
な
が
ら
」
と
い
う

こ
と
に
重
点
を
置
い
て
実
施
と
推

進
を
し
て
お
り
ま
す
。
人
と
の
つ

な
が
り
の
中
で
や
り
が
い
や
楽
し

み
が
生
ま
れ
、
自
分
な
り
の
役
割

を
持
ち
活
き
活
き
と
活
動
す
る
こ

と
が
最
終
的
に
介
護
予
防
に
つ
な

が
り
ま
す
。
ま
た
、
交
流
を
持
つ

こ
と
で
お
互
い
の
変
化
に
早
期
に

気
付
き
支
え
合
う
こ
と
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

　

高
齢
に
な
っ
て
も
元
気
に
過
ご

せ
る
よ
う
、
ま
た
楽
し
み
と
生
き

が
い
づ
く
り
に
ぜ
ひ
お
役
立
て
く

だ
さ
い
。

介
護
予
防
の
取
り
組
み

【口腔ケア事業】
　歯科衛生士の指導のもと、 口 

こう

 腔 ケアと飲み
くう

込みの力の衰えによる 誤 
ご

 嚥 性肺炎予防を行っ
えん

ています。介護度の重い方については、訪問
による口腔ケア指導も行っています。

【温泉付きサロン】
　町内の温泉施設（しらさぎ荘）において、
送迎付きで月２回実施します。近くにサロン
がなく車を運転しない
方が対象で、介護予防
のほか、買い物の支援
にもつながっています。

【いきいき百歳体操】
　地域の中で自分たちで実施する介護予防
活動です。体操を行い健康を維持するほか、
みんなで集うことで互いの見守りにつなが
ります。　
　　　　　実施団体：19団体

【栄養ケア事業】
　低栄養による要介護状態を予防するため、
管理栄養士による栄養指導を行います。自分
たちで調理し会食や交流をすることで閉じこ
もり予防にもつながります。

【安心生きがい訪問】
　一人暮らしまたは高齢者のみの世帯の方で、
見守りを希望される方を対象に、定期的な訪
問やお元気コール（電話確認）を行っていま
す。
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地
域
で
支
え
合
う
体
制
づ
く
り

　

高
齢
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
生
活
し
続
け
ら
れ
る
た
め
に
は
、
住

ま
い
・
医
療
・
介
護
・
予
防
・
生
活
支
援
が

一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
地
域
づ
く
り
が
大
切

で
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
地
域
づ
く
り
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
自
分
や
家
族
が
支
え
あ
う
「
自

助
」、
行
政
な
ど
が
行
う
「
公
助
」、
健
康
保

険
や
介
護
保
険
な
ど
制
度
化
さ
れ
た「
互
助
」

だ
け
で
は
な
く
、
地
域
で
の
助
け
合
い
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
「
共
助
」
も
含
め
た
、

地
域
ぐ
る
み
の
支
え
合
い
が
不
可
欠
で
す
。

　

町
で
は
、
地
域
の
支
え
合
い
の
体
制
づ
く

り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
町
内

各
種
団
体
の
代
表
を
構
成
員
と
し
た
「
生
活

支
援
・
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
推
進
協
議
会
」

や
「
地
域
支
え
合
い
推
進
員
」
を
設
置
し
検

討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

生
活
支
援
・
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
推
進
協

議
会
で
は
、
高
齢
者
が
日
常
生
活
を
送
る
上

で
の
課
題
を
５
つ
に
し
ぼ
り
、
今
年
度
は

「
除
雪
の
支
援
」
と
「
移
動
の
支
援
」
に
つ

い
て
、
地
域
で
の
支
え
合
い
の
体
制
づ
く
り

を
お
手
伝
い
し
て
い
き
ま
す
。

　

支
え
合
い
の
体
制
づ
く
り
に
あ
た
っ
て
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
が
主
体
と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
関
係
者
が
協
力
・
連
携
し
な
が
ら
進
め
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
地
域
の
皆
さ
ん
で
話
し
合
い
を

行
っ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
今
よ
り
も
も
っ

と
安
心
し
て
暮
ら
し
や
す
い
地
域
で
の
支
え

合
い
の
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

問合せ先　健康福祉課福祉室・地域包括支援センター　緯86―2233

元
気
な
今
か
ら
介
護
予
防
を
！

　

平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
（
健
康
で
過
ご
せ
る
期

間
）
の
差
は
平
成　

年
で
男
性
が
9
・
０
２
年
、

25

女
性
が　

・
４
０
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
差

12

は
日
常
生
活
に
制
限
の
あ
る
期
間
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
何
ら
か
の
健
康
問
題
を
抱
え
介
護
が
必
要

と
な
っ
て
し
ま
う
期
間
で
す
。
こ
の
期
間
を
縮
め

て
い
く
こ
と
が
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
の
目
的

と
な
り
ま
す
。

　

平
成　

年
３
月
作
成
の
健
康
い
い
で　

で
は
、

25

21

　

項
目
の
課
題
に
つ
い
て
目
標
と
取
組
内
容
を
掲

11げ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
特
に
介
護
保
険
と
関
係

す
る
の
は
「
高
齢
者
の
健
康
」
と
い
う
項
目
で
す
。

「
高
齢
者
の
健
康
」
で
は
特
定
健
診
の
受
診
率
の

向
上
、
介
護
予
防
の
充
実
、
高
齢
者
の
健
康
づ
く

り
の
推
進
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
健
康
医
療
室
で
は

特
定
健
診
後
の
結
果
説
明
会
や
訪
問
な
ど
で
検
査

デ
ー
タ
を
み
な
が
ら
日
常
生
活
で
注
意
し
た
い
こ

と
な
ど
一
緒
に
考
え
た
り
、
い
き
い
き
デ
イ
な
ど

に
お
伺
い
し
て
健
康
づ
く
り
の
お
話
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
健
康
寿
命
延
伸
を

目
的
に
前
期
高
齢
者
で
は
脳
卒
中
予
防
を
後
期
高

齢
者
で
は
ロ
コ
モ
（
運
動
器
の
衰
え
や
障
害
に

よ
っ
て
、
要
介
護
に
な
る
リ
ス
ク
が
高
ま
る
状

態
）
予
防
と
低
栄
養
予
防
を
テ
ー
マ
に
保
健
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

　

地
域
に
お
伺

い
し
な
が
ら
健

康
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す

の
で
お
声
を
か

け
て
く
だ
さ
い
。

健康医療室
（保健師
　　・管理栄養士）



広報いいで 12

まちかどニュースは、皆さんの広場です。
地域のできごとやご意見などお気軽にお寄せください。
役場総務企画課情報防災室まで（直通拶87―0522）

　４月15日、町民スポーツセンターで「スポーツ少
年団合同入団式」が行われ、島貫潤一郎本部長から
９つのスポ少の代表に認定証が手渡されました。飯
豊ドリームズ野球スポ少の渡部 琉 

る

 碧 くん（第一小）
い

が代表して団員綱領に沿って「スポーツをとおして
健康な体と心を養うことや、スポーツの喜びを学び、
友情と努力を大切にします」など５項目を宣誓しま
した。今年の団員は、総勢141名です。

スポーツを通して友情を育む

スポーツ少年団合同入団式

　４月13日から町内小学校で、道路の歩行の仕方や
自転車の乗り方を学ぶ交通安全教室が行われました。
第一小では１～６年生までの児童が参加し、その内
３～６年生までの102名が、学校周辺の約２娃で実
地講習をしながら自転車の安全な乗り方を学習しま
した。児童たちは「ブレーキよし！ペダルよし！後
ろよし！前よし！発進！」と元気よく声出し確認を
してペダルをこぎ出しました。

声を出しながら確認　よし！

町内小学校　交通安全教室

　４月５日、中部地区活性化センターで、屋台村いいでら
プレオープン記念式典が行われました。式典には、飯豊型
屋台村愛称選考委員会で決定された「屋台村いいでら」の
命名者の志賀冨美子さん（川西町）を始め、関係者約30名
が出席しました。式典終了後、屋台村いいでらの前で鏡開
きが行われ、関係者がさらなるにぎわいの拠点完成を祝い
ました。屋台村いいでらは10日にグランドオープンし、餅
の振る舞いが行われ、大勢の来場者でにぎわいました。

さらなるにぎわいを目指して

屋台村いいでら　プレオープン記念式典
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　４月21日、ホテル・スロー・ビレッジで、にぎわ
い再現プロジェクト委員会主催によるアクセサリー
のハンドメイドワークショップが行われました。同
イベントは、さまざまな世代間の交流の場を設けよ
うと企画されたもので、町内のアクセサリー作家
akiさんを講師に招き小学生から大人までの12名が
参加しました。参加者たちは思い思いのカラーの
ビーズを加工しイヤリングなどを手作りしました。

アクセサリーづくりを通した交流

　４月８日、あ～すで「町消防団辞令交付式」が行
われました。式には、消防団幹部や団員など約100
名が出席。田辺隆団長から異動された団員に辞令が
交付されました。今年度は14名が退団し20名が新
たに入団。団員総数は419名です。式中、新入団員
を代表して本部分団第１部第３班の遠藤奈央さんが、
「良心に従って忠実に消防職務の遂行にあたりま
す」と力強く宣誓しました。

消防職務遂行の決意

にぎわい再現プロジェクト委員会町消防団辞令交付式

　４月22日、中津川地区および西部地区で、水仙ロードの
整備作業が行われました。この水仙は昭和50年代に白川
ダムの湖底に沈む民家の庭先から植え替えられ、中津川地
区では延長約10娃にも及ぶ水仙ロードになりました。５
年前からは、水仙ロードを国道113号につなげようと、中
津川地区と西部地区の両地区の方が協力しながら延伸の取
り組みを始め、この日は、西部地区公民館前の沿道約300
斡に、約15名の参加者が水仙の植え付けを行いました。

水仙ロードを延伸

水仙ロード

第58回飯豊ロードレース大会
（飯豊中学校周辺）

  ４
     １

「しっかり止まってはっきり確認」
パネル広報（物産館前 国道113号）

  ４
     12

平成29年度飯豊町スポーツ振
興賞授与式　（東部地区公民館）

  ４
     27

News 町の話題
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今月の

おすすめ図書

大人の日帰り旅
仙台宮城周辺
ＪＴＢパブリッシング
（ＪＴＢのＭＯＯＫ）　

宮沢賢治ゆかりの施設巡り、景色も
温泉も楽しむ爽快ドライブ、清らか
な水で造られたウイスキー。仙台・
宮城周辺を中心とした日帰り旅を紹
介する。

一般図書

 村深月／著　中央公論新社

疑心、恐怖、そして怒り。壊れてし
まった家族がたどりつく場所は･･･。
一家再生の物語。「読売新聞」連載を
単行本化。

青空と逃げる
一般図書

おにいちゃんさんかんび

今日は幼稚園に通う妹の参観日。急用
で両親が行けなくなってしまったため、
シンタロウが代わりに参観に行くこと
になりました。妹ががっかりしないよ
う、ほかのお父さんやお母さんよりも上
手に折り紙を折ろうと頑張りますが…。

児童図書

大島妙子／絵　くすのきしげのり／作
光村教育図書

しあわせの牛乳　牛もしあ
わせ！おれもしあわせ！
佐藤慧／著　安田菜津紀／写真　ポプラ社
岩手県の「なかほら牧場」の牛たち
は、一年を通して山で生活していま
す。ふん尿処理は自然まかせ。牧場
長の中洞正さんは、なぜ、この牧場
を作ったのでしょうか。自然と人間
の優しい関係を描きます。

児童図書

●開館時間　　午前９時～午後７時（４月～９月）
●休館日　　　毎週月曜日・祝日
●問合せ先　　町民総合センターあ～す図書室 志72―3111 

（５月・６月の日程）
こどもみらい館の予定表

５月23日昌 10：30～ かんがるー広場
　　25日晶 10：30～ にこにこルーム
６月 ６日昌 10：45～ おはなし広場
　　 ８日晶 10：00～ タッチケア （要予約）
　   13日昌 10：30～ あそびの広場・避難訓練
　　14日昭 10：30～ ５歳児リトミック
　　20日昌 10：15～ 栄養士さん指導

●こどもみらい館　志72―3336 
開館日／火曜日から土曜日　休館日／月曜日、日曜日、祝祭日
利用時間／8：30～12：00 、13：00～17：00

子育て合同研修会

日時／６月９日松10：00～
親子で体を動かして楽しみましょう！

「リズムにあわせて
　　　　　　親子でヒップホップダンス」

　町内に在住の方で、小学校入学前
のお子さんの写真掲載を希望される
方は、メール（iide-info@town.
iide.yamagata.jp）にお子さんの名
前を記入して送付ください。
●問合せ先／役場総務企画課情報防
　災室 志87―0522 いとうみのみちゃん

さいとうなぎちゃん

すとうみおちゃん ながおかはなちゃん

Child & Book子育てと図書
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「
ブ
ラ
ン
コ
」

　

後　

藤　

幸　

平

　

誰
に
で
も
あ
る
幼
児
体
験
。
年
齢
を
重

ね
て
も
脳
裏
に
よ
み
が
え
る
光
景
と
い
う

も
の
が
あ
る
。「
母
さ
ん
、
僕
の
あ
の
帽

子
ど
う
し
た
で
せ
う
ね
？
」
西
条
八
十
の

詩
の
一
片
が
余
り
に
も
強
烈
な
印
象
で
話

題
と
な
っ
た
推
理
小
説
が
あ
っ
た
。「
母

さ
ん
、
僕
の
ブ
ラ
ン
コ
は
ど
こ
へ
行
っ
た

で
し
ょ
う
か
」
そ
ん
な
フ
レ
ー
ズ
が
何
の

脈
絡
も
な
く
浮
か
ん
で
く
る
こ
と
が
あ
る
。

五
月
の
若
葉 
萌 
え
る
こ
ろ
「
春
か
ど
」
を

も

焼
く
に
お
い
が
漂
う
夕
暮
れ
の
公
民
館
の

広
場
に
あ
っ
た
木
製
の
ブ
ラ
ン
コ
。
子
ど

も
た
ち
だ
け
の
空
間
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。

　
「
町
上
青
年
会
」の
宴
会
が
佳
境
に
入
っ

た
あ
る
と
き
、
隣
組
の
山
口
さ
ん
が
画
期

的
な
芸
を
披
露
し
た
。
ビ
リ
ー
バ
ン
バ
ン

の
「
白
い
ブ
ラ
ン
コ
」
を
あ
た
か
も
ブ
ラ

ン
コ
が
あ
っ
て
揺
れ
て
い
る
よ
う
に
演
じ

な
が
ら
歌
う
の
で
あ
る
。「
君
は
覚
え

て
ー
い
る
ー
か
し
ら
ー
あ
の
ー
白
い
ー
ブ

ラ
ン
コ
ー
」。
歌
詞
の
内
容
か
ら
し
て
そ

れ
は
か
つ
て
遊
び
場
に
あ
っ
た
踏
み
板
一

枚
の
も
の
で
は
な
く
、
乗
合
馬
車
の
形
を

し
た
四
人
乗
り
の
ブ
ラ
ン
コ
か
も
し
れ
な

い
。
子
ど
も
た
ち
の
小
さ
な
体
で
も
大
き

く
躍
動
す
る
ブ
ラ
ン
コ
は
遊
具
の
シ
ン
ボ

ル
で
あ
る
。
萩
生
の
城
址
公
園
に
し
ば
ら

く
壊
れ
て
外
さ
れ
て
あ
っ
た
ブ
ラ
ン
コ
が

こ
ん
ど
復
活
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
歓
声

が
辺
り
に
響
い
て
ほ
し
い
も
の
だ
。

　

黒
澤
明
監
督
の
映
画
『
生
き
る
』
を
久

し
ぶ
り
に
見
た
。
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
は
雪
降

る
公
園
の
ブ
ラ
ン
コ
に
乗
る
主
人
公
志
村

喬
演
じ
る
市
民
課
長
の
姿
で
あ
る
。
彼
の

い
の
ち
の 
灯 
は
そ
こ
で
間
も
な
く
消
え
る
。

と
も
し
び

病
で
余
命
い
く
ば
く
も
無
い
と
知
っ
て
懸

命
に
市
民
の
要
望
に
応
え
公
園
建
設
に
着

手
し
完
成
さ
せ
た
。
ブ
ラ
ン
コ
に
乗
っ
て

口
ず
さ
む
歌
は
『
ゴ
ン
ド
ラ
の
歌
』、
い
の

ち
短
し
恋
せ
よ
乙
女
と
。

　

親
し
く
し
て
い
る
企
業
経
営
者
か
ら
こ

ん
な
話
を
聞
い
た
。
ド
ト
ー
ル
コ
ー
ヒ
ー

の
創
業
者
、
鳥
羽
博
道
氏
は
十
二
月
三
十

一
日
に
必
ず
歌
う
歌
が
あ
る
と
の
こ
と
。

厳
し
い
危
機
を
何
度
も
乗
り
切
っ
た
と
き

の
覚
悟
を
思
い
起
こ
す
た
め
だ
。
曲
名
は

何
と『
昭
和
枯
れ
す
す
き
』だ
と
い
う
。
ひ

た
む
き
に
挑
む
も
の
に
世
間
の
壁
は
厚
く

反
動
は
強
い
。
母
の
愛
に
包
ま
れ
て
育
っ

て
も
い
つ
か
は
荒
波
に
も
ま
れ
る
。

　

し
か
し
落
ち
込
む
こ
と
は
な
い
。
ブ
ラ

ン
コ
は
教
え
て
い
る
で
は
な
い
か
。
踏
ん

張
り
、
こ
ぎ
続
け
る
限
り
、
下
が
っ
た
ら

ま
た
必
ず
上
に
昇
る
こ
と
を
。

飯
産
豊
遺 瓜

問合せ先／社会教育課生涯学習振興室緯72－3111

―岩倉神社仁王像 拝覧のご案内―
　第19回目のいいで・ヘリテイジにおいて、平成
28年度より「岩倉神社仁王像」の修復を進めてい
るお話をしました。
　仁王像が鎮座する仁王門は、かつて子どもたち
のかくれんぼの場でもあり、岩倉の方たちからは
鬼から仁王像にかくまってもらった昔話などを聞
くことができます。このような 想 いを持つ地元の

おも

方たちの寄進と、飯豊史話会が朝日新聞文化財団
から受けた助成によって、この修復は行われてき
ました。修復を実施してくれたのは、仁王像の調
査に長年関わってくれた研究者である岡田靖氏で
す。名古屋にある岡田氏の工房で進められてきた
修復作業は、平成30年３月に完了、５月１日に仁
王像が飯豊町に帰ってくることになりました。
　この時期、岩倉神社には雪が残っていることか
ら、すぐに仁王門に納めることはできません。そ
こで仁王像は「あ～す」に仮鎮座していただくこ

とになりました。長い歴史を有し、多くの 道 
どう

 者 た
しゃ

ちの信仰を集め、岩倉の方たちが守り続けてきた
仁王像。この機会に多くの方にご参拝、ご拝覧、
足の健康のご祈願においでいただきたいと思いま
す。かわいい
お守りもござ
います。仮鎮
座期間は５月
６日蚊から６
月23日臥まで
です。

修復後の 阿 
あ

 形 像賀と
ぎょう

 吽 
うん

 形 像雅
ぎょう
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健康ikiiki ＋ が４月からリニューアル！
プラス

このコーナーでは、町健康福祉センター（町健
康福祉課・町国民健康保険診療所）から、季節
ごとに旬な話題をお届けし、町民の皆さんの健
康づくりを応援します。

H E A L T H

今 月 の
テ ー マ

◆問合せ先／町健康福祉課　健康医療室　緯86―2338

５月から
町のけんしんがスタートします！

陰特定健診を受けることでさまざまな検査が同日に受けられる
隠継続して毎年けんしんを受けることで自分の健康状態を比較でき変化を見ることができる
韻病気（生活習慣病・がんなど）の早期発見・予防につながる
吋一人一人の医療費が安くすむ　生活習慣病にかかる１人当たりの医療費
　　　　　　　　　　　　　　　特定健診受診者 1,848円／月　特定健診未受診者9,582円／月
右健診結果説明会にて、より健康になるための方法を保健師・管理栄養士が一緒に考えます

医療機関で治療中の方も特定健診の対象者です。
特定健診を受けて健診結果を主治医に見せましょう！

【けんしん（特定健診・がん検診）を受ける利点】

【けんしん前後の流れ】

師

師

師

師

【新規申込・日程変更・キャンセル】
◆人間ドック・レディース検診（子宮頸が
ん・乳がん検診）

　南陽検診センター 緯0238－43－6303
◆特定健診・がん検診・若者健康診査
　町健康福祉課 健康医療室 緯86－2338　

【若者健康診査】
　まだ大丈夫と安心していませんか？
　若い方も年に１回は健診を！
◆対象／20～39歳の職場で健診がない方
◆健診内容／身長・体重・腹囲・血圧・尿
検査・内科診察・心電図・眼底検査・血
液検査（脂質・血糖・肝機能・腎機能・
貧血検査）

◆料金／１,500円

１．申し込み　
　　２月に配布した「検診世帯調査票」に記入して申し込みます。
　　新規申し込みも随時受け付けしています。
　　ご希望の方はご連絡ください。

２．けんしん日程確認　
　　ご自分の地域のけんしん日を確認ください。

３．問診票・検査キット（便・尿）などが届く　
　　総合健診：健診日の２～３週間前
　　人間ドック：６月頃、レディース検診：５月頃
　　※人間ドックとレディース検診の問合せ先を、今年度から　
　　　南陽検診センターに変更しましたのでご注意ください

４．けんしん当日までに　
　　暫問診票記入　暫採尿　暫採便
　　※レディース検診および人間ドックで、バス送迎が必要な方は
　　　南陽検診センターに各自で申し込みください

５．健診結果
　　健診日の１～２カ月後に「健診結果説明会」を行い結果をお

渡しします。健診結果説明会の日程は健診日当日にお知らせ
します。レディース検診・がん検診のみ受診の方は郵送で届
きます。

酸けんしん日程は、
４月に全戸配布し
た「飯豊町けんし
んカレンダー」、
または町のホーム
ページをご覧くだ
さい。

( )
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作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
毎
号
先
着　

名
（
１
人
１
作
品
）
を
掲
載
し
ま
す
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◆
お
題
／
「
衣
」
ま
た
は
自
由
題

◆
提
出
方
法
／
掲
載
号
の
前
月
の
第
４
木
曜
日
ま
で
に
、
未
発
表
の
自
作
の
川
柳
と
住
所
、

電
話
番
号
、
氏
名　
（
ま
た
は
雅
号
）
を
明
記
の
う
え
、
は
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
提
出

◆
提
出
・
問
合
せ
先
／
役
場
総
務
企
画
課
情
報
防
災
室
☎
8
7
―

0
5
2
2
胃
7
2
―

3
8
2
7

小
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川

添
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中
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上
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上

町

上

町

上

椿添

川

萩

生

中松

原

萩

生

・

恋

の

猫　

子

ど

も

を

連

れ

て　

戻

り

け

り

・

春

う

ら

ら　

つ

く

し

坊

や

の　

背

比

べ

・

芽

吹

く

春　

新

緑

鮮

や

か　

希

望

と

共

に

・

春

の

ひ

か

り　

庭

の

す

み

っ

こ

に　

福

寿

草

・

小

春

日

和

り　

 

櫻 

と

共

に　

笑

顔

一

パ

イ

さ

く

ら

・

雪

と

け

て　

畑

い

ち

め

ん　

み

ど

り

草

・

春

一

番　

梅

の

つ

ぼ

み

も

大

切

に　

生

き

て

行

く

・

ふ

き

の

と

う　

残

雪

の

割

れ

に　

顔

を

出

し

・

住

ん

で

良

い　

緑

ゆ

た

か

な　

飯

豊

町

・

み

ど

り

色　

 

靑 

と

答

え

る　

私

か

な

あ

お

・

梅

桜　

一

期

に

咲

い

て　

草

若

葉

・

鯉

の

ぼ

り　

親

子

で

泳

ぐ　

空

高

く

・

春

う

ら

ら　

縁

側

ご

ろ

り　

昼

寝

す

る

・

納

豆

好

き　

値

上

げ

前

日　

爆

買

い

し

・

白

球

が　

緑

に

映

え

る　

野

球

場

・

花

冷

え

も　

い

い

湯

満

開　

百 

才 

会

さ

い

・

孫

の

夢　

の

せ

流

れ

る

雲

よ　

コ

イ

の

ぼ

り

・

暖

か

き　

緑

も

増

し

て　

春

日

和

夢

城

（

雅

号

）

お

ば

ん

ち

ゃ

（

雅

号

）

佐

藤　

恒

子

青

木　

和

子

大

谷

部　

ち

よ

熊

谷　

静

子

田

中　

つ

き

伊

藤　

ツ

ギ

と

き

子

（

雅

号

）

長

岡　

登

喜

子

宇

津

木　

ち

よ

桜

（

雅

号

）

加

藤　

秀

夫

ニ

ャ

ン

子

（

雅

号

）

樋

口　

忠

夫

大

谷

部　

ハ

ル

横

山　

義

男

後

藤　

カ

コ

（

雅

号

）

拡 撹鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎

生きがいを持ち自立した生活を続けるために

みんなで進めよう！介護予防！

【参加者の感想】
・足が悪いため冬は休んでいるが、毎回楽しみにしている。
・痛いところもあるが、終わると大変良くなっているし、
　その後のお茶飲みも楽しみ。
・冬に眠っていた筋肉が動き出したようで大変良かった。
・１人ではなくみんなで体操することが、なおよいと思う。

【いきいき100歳体操を始めましょう！】
いきいき100歳体操のことを詳しく知りたいという集落
や団体には、町職員がお伺いして体操の説明をさせてい
ただきますので、お気軽にお問い合わせください。

代表者　五十嵐あいさん
参加者　17名
開始日　平成29年１月12日
会　場　ひまわり館
実施日　毎週木曜日 ９：00～

い
き
い
き
1
0
0
歳
体
操

　
　

取
り
組
ん
で
い
ま
す
！

ゆうゆう中津川

地域版
　

ゆ
う
ゆ
う
中
津
川
で
は
、
昨
年
１

月
か
ら
毎
週
「
い
き
い
き
１
０
０
歳

体
操
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

中
津
川
で
は「
ゆ
う
ゆ
う
ク
ラ
ブ
」

と
い
う
サ
ロ
ン
活
動
を
地
区
ご
と
に

隔
週
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
サ
ロ
ン

以
外
の
方
も
広
く
参
加
で
き
る
よ
う
、

活
動
前
の
時
間
帯
で
、
毎
週
１
０
０

歳
体
操
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
体
操
を
す
る
と
体
調
が
良
い
」、

「
み
ん
な
で
無
理
な
く
で
き
る
体
操

で
良
い
」
な
ど
、
効
果
を
実
感
し
な

が
ら
、
楽
し
く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

体
操
が
終
わ
る
と
、
持
ち
寄
っ
た

漬
物
や
煮
物
な
ど
を
囲
み
、
２
時
頃

ま
で
サ
ロ
ン
活
動
を
楽
し
み
ま
す
。

　

１
０
０
歳
体
操
を
続
け
て
い
る
皆

さ
ん
に
感
想
を
聞
き
ま
し
た
。

お
題
／
「
緑
」
ま
た
は
自
由
題
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緯74-2447東 部 地 区 公 民 館緯72-3353社 会 福 祉 協 議 会緯72-3111「 あ ～ す 」

緯75-2111西 部 地 区 公 民 館緯74-2011ひ め さ ゆ り 荘緯86-2233町 健 康 福 祉 課

緯77-2020中津川地区公民館緯72-3086スポーツセンター緯86-2117介護老人保健施設

緯72-2245飯 豊 駐 在 所緯72-2126中 部 地 区 公 民 館緯72-2300国民健康保険診療所

緯77-2110中 津 川 駐 在 所緯72-2242白 椿 地 区 公 民 館緯77-2330附属中津川診療所

飯豊町役場
　電話　　0238―72―2111
　FAX   　　    　72―3827
ホームページ 　　 www.town.iide.yamagata.jp
Eメール　　iide―info@town.iide.yamagata.jp

　飯豊町消防団では、消防演習を行いま
す。消防団の雄姿をご覧ください。また、
消防団では随時団員を募集しています。
◆日時／６月３日掌８：50～12：15
◆場所／町民総合センター「あ～す」
◆内容／火災防ぎょ訓練、新入団員・
女性団員による礼式訓練、ポンプ車
操法、応急手当訓練、分列行進・防
火パレードなど

※雨天時は内容・時間が変更になります
◆入団申込・問合せ先／西置賜行政組
合消防署飯豊分署緯72－2222

◆相談日／５月19日松・26日松
　13：00～17：00
※６月および７月の相談日は問合せく
ださい

◆会場／やまがた出会いサポートセン
ター山形センター

　（山形市本町2-4-18ニーズビル２階）
◆対象者／結婚を希望する方（親御さ
　んや登録会員でない方も可）
◆申込・問合せ先／やまがた出会いサ
　ポートセンター山形センター
　緯023－687－1972

　携帯電話の新しい電波として地上デ
ジタルテレビ放送に近い周波数を利用
することになります。そのため、旧型
のテレビアンテナ設備などに影響が出
て、映像が乱れたり映らなくなる場合
があります。今後、そのお知らせや対
策作業で、700ＭＨｚ利用推進協会の
職員や協会指定の工事作業者が訪問す
る場合がありますのでご承知ください。
◆テレビ受信障害対策者
　（一社）700ＭＨｚ利用推進協会
※この協会は、叙ＮＴＴドコモ、ＫＤ
ＤＩ叙、沖縄セルラー電話叙とソフ
トバンク叙の４社が設立した一般社
団法人です

◆注意（特殊詐欺などに注意ください）
・テレビに影響が出るおそれがある場
　合は、当該協会の負担で無償で対策
　作業を行います。対策作業に費用は
　一切かかりません。費用を請求する
　こともありません
・工事作業者はテレビ受信障害対策員証
を携行しています。不審の場合はコー
ルセンターへ問い合わせください
◆問合せ先
・（一社）700MHz利用推進協会コー
　ルセンター緯0120－700－012
※受付時間９：00～22：00、土日祝
　日および年末年始を含む
・役場総務企画課情報防災室
　緯87－0522

　祝日・年末年始を除く月～金曜日に随
時相談に応じます。
◆相談電話
　山形財務事務所緯023―641―5201

◆日時／６月17日掌13：00～16：00
◆会場／「あ～す」２階会議室
◆対象者／空き家・空き地の所有者、
または管理者

◆対応者／県宅地建物取引業協会、全
日本不動産協会山形県本部、県司法
書士会の会員

◆参加費／無料
◆申込方法／６月13日昌までに右記

にお申し込みください
※予約なしの相談も可能ですが、事前
申込者を優先します
◆その他／登記簿や固定資産税納税通
知書兼課税明細書を持参いただくと
より具体的な相談ができます
◆申込・問合せ先
役場総務企画課特別政策室
緯87―0695

　空き家の管理で困っていませんか？町では、山形県空き家活用支援協議会と
協力して、飯豊町内にある空き家の利活用、売買、賃貸、解体、存続などでお
悩みの方を対象に、不動産業や司法書士などの専門家による『空き家に関する
無料相談会』を開催します。会場では、町の職員が『空き家バンク制度』と
『老朽危険空き家の解体・撤去支援』についてのご相談もお受けします。

空き家に関する無料相談会のご案内

飯豊町消防演習の開催「やまがた縁結びたい」による
結婚なんでも相談（無料）

テレビ視聴に関する
重要なお知らせ

空き家バンクとは　空き地や空き家などの空き物件情報を地方公共団体のホー
　　　　　　　　　ムページなどで公開し、物件所有者と購入・賃貸希望者を
　　　　　　　　　つなぐ仕組みのこと

老朽危険空き家　老朽化などで人の生命・財産に被害を与えるおそれがある
　　　　　　　　　状態の空き家

借金返済に関する相談窓口
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（４月届け出分）

※この欄に掲載を望まない場合は届
出の際にお申し出てください。

ご結婚おめでとうございます
氏 名住 所 

青　木　雄　太さん
中　里　愛　美さん

 黒　沢  （  南陽市      
お誕生おめでとうございます

ご両親氏 名住所
 徳　晃（悠　希田　林　 颯 　 真 く　ん

そう ま

中

  侑　太（　彩　井　上　 聖 　 琉 く　ん
せい る

添川

  洋　介（真　純竹　田　 煌 　 瑛 く　ん
こう えい

椿

  賢太郎（知　美田　林　 葵 　 羽 ちゃん
あお は

中

心からおくやみ申し上げます
年齢氏 名住所
98鈴 木 は ゑさん中北中
98後 藤 孝 次さん中ノ目南萩生
83井 上 カ ヨさん二本松・五反田黒沢
88後 藤 ゑ いさん財津堂椿
88新 野 た つさん中郷小白川
95島 貫 吉太郎さん町下手ノ子
87新 野 與 一さん中ノ目北萩生
39寒河江　朋　幸さん中通高峰
85山 口 俊 輔さん宇津沢

４月分　　（　）内は対前月比
13転入2,375（-  3）世帯数
25転出3,539（-14）男人　

口
4出生3,688（-  8）女
10死亡7,227（-22）計

人の動き

◆第30回いいで黒べこ祭り
◇日時／７月１日掌11：00～14：00
◇場所／どんでん平ゆり園
※入口は正面北側の専用ゲート
◇イベント内容／こくわワイン・どぶ
ろく・地酒の振る舞い、大抽選会など
◇前売り券／ファミリーセット（４名
分）15,000円
焔販売枚数／160枚
焔販売先／ＪＡ山形おきたま飯豊支店、
畜産団体の役員の方、町観光協会、
どんでん平ゆり園、役場農林振興課
農業振興室

◇当日券／ペアセット(２名分)8,000円
※牛肉・野菜・飯豊産米おにぎり・焼
きそば・飲み物セット

◆飯豊産米沢牛フェスタ
◇日時／６月30日松18：00～20：00
◇場所／どんでん平ゆり園内レストハ
ウス

◇前売り券／４名セット15,000円
※当日券はありません
※牛肉・野菜・料理付き
焔販売枚数／18枚
焔販売先／めざみの里観光物産館
◆前売り券販売日／黒べこ祭り、フェ
スタいずれも５月21日捷から販売

◆問合せ先／役場農林振興課農業振興
室緯87－0525

　町は中小企業者などが雇用を伴う設
備投資などを行った場合に助成します。
詳細は町ホームページをご覧ください。
◆対象者／町内に事業所などがある中
小企業者
※ほかにも条件があります
◆補助額／種類と条件により補助率が
異なります
※補助金額に上限があります
◆補助金の種類／創業支援補助金、設
備投資支援補助金、雇用促進補助金、
観光事業補助金、商店支援補助金
◆申請方法／補助金申請書を記載して
提出。ただし、設備投資支援補助金
および雇用促進補助金は「雇用創出計
画書」を提出（継続事業の場合は不要）
◆決定方法／審査会により決定します
◆募集期限／６月１日晶
◆申請・問合せ先／役場商工観光課産
業連携室緯87－0523

　山形新聞・山形放送では、昭和43年
に結婚され50年を経過したご夫婦を
「おしどり金婚さん」として10月に顕
彰します。対象者を募集しています。
◆募集期限／５月31日昭
◆申込・問合せ先／山形新聞「おしど
り金婚さん顕彰」事務局緯0120－81

　　－8040または町社会福祉協議会
　緯72－3353

　県では、河川支障木を一般の方に無
償提供します。事前申し込みは不要で、
提供物が無くなり次第終了します。営
利・転売目的の場合は提供できません。
◆提供期間／５月30日昌 ～31日昭
９：00～16：00
◆提供場所／置賜白川飯豊橋下流東側
の河川敷（添川地内）
◆対象者／自ら積み込み運搬できる方
◆提供量／一人軽トラック１台程度
◆問合せ先／置賜総合支庁西置賜河川
砂防課緯88－8234

中小企業振興事業費補助金
のお知らせ

第30回いいで黒べこ祭り
町制施行60周年記念事業

河川などの
伐採木を無償提供

おしどり金婚さん募集

    　          【お詫びと訂正】    　          
　４月12日発行号11ページ「町の予算」
で、一般会計の歳入の円グラフの数値に
誤りがありました。正しくは、地方交付
税27億6,934円です。お詫びして訂正い
たします。



　心の古里いいでフォトコンテストの入選に
輝いてとても嬉しいです。
　これからも皆さんに見ていただける写真を
１枚でも多く撮っていきたいと思います。
　ありがとうございました。

窺
Series

嶋貫　春二 さん　　（ 南陽市 ）　

佐藤秀明審査員の講評

　この写真の面白さは、雪の上で子どもに餅
か何かを食べさせているほほ笑ましさにある
ので、それにふさわしいタイトルがいいです
ね。
　このタイトルの写真を撮ろうと思ったのな
ら子どもの顔のアップを撮るべきです。

受 賞 の よ ろ こ び

　「女の子、男の子、どっち？」入　選

審査員 佐藤 秀明 氏

　日本大学芸術学部写真学科卒業後、世界中の
辺境を旅し、自然と人間、文化を独自の視野で撮
り続けておられます。

掲載順について
　上位の作品から順に掲載します 　中津川地内撮 影 地

4
テーマ：あの人に送りたい一枚～いいで町～

この広報紙は再生紙を使用し、植物油インキで印刷しています。


